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御
神
木
の
杉
の
老
樹
が
枯

れ
た
。
数
年
前
か
ら
枯
れ
て

い
た
よ
う
だ
。
倒
れ
な
い
よ
う

に
高
い
と
こ
ろ
を
ロ
ー
プ
で
支

え
て
い
た
。
注
連
（し
め
）を

は
っ
て
あ
が
め
ら
れ
た
の
を
見

た
こ
と
が
な
い
。
逆
井
・富
士

浅
間
神
社
社
殿
の
、
向
か
っ

て
右
奥
に
そ
び
え
て
い
た
老

杉
樹
の
こ
と
で
あ
る
。

神
主
が
見
え
た
。
朝
か
ら
強
い
雨
が
降
っ
て

い
た
二
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。
氏
子
の
代

表
八
人
（
内
一
人
は
伐
採
業
者
）
が
社
殿
の
中

で
御
祓
い
を
受
け
、
玉
串
を
奉
奠
し
た
。

外
に
出
て
、
御
神
木
に
祈
祷
さ
れ
た
。
神
主

が
撒
く
、
二
セ
ン
チ
ほ
ど
の
四
角
の
白
い
切
麻

（
キ
リ
ヌ
サ
）
が
、
ぱ
ら
ぱ
ら
と
地
に
舞
い
お

り
雨
を
含
ん
だ
。
別
に
二
本
の
老
樹
に
も
撒
か

れ
た
。

こ
れ
で
神
事
は
終
わ
り
、
御
神
木
は
単
な
る

枯
れ
た
杉
の
木
に
な
っ
た
。
三
月
早
々
、
三
本

と
も
伐
採
さ
れ
た
。
御
神
木
だ
け
は
下
部
が
三

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
残
さ
れ
、
銅
の
帽
子
が
か
ぶ
せ

ら
れ
た
。
そ
れ
が
キ
ラ
リ
と
光
り
、
威
厳
を
た

だ
よ
わ
せ
て
い
る
（
写
真
左
下
）
。

神
の
降
臨
を
迎
え
、
神
人
和
合
が
祭
り
だ
と

い
う
。
神
は
決
し
て
姿
を
見
せ
な
い
。
何
か
の

媒
体
に
憑
依
（
ひ
ょ
う
い
）
し
、
現
れ
る
。
こ

の
憑
座
・
依
代
（
よ
り
し
ろ
）
が
、
つ
ま
り
は

御
神
木
な
の
だ
ろ
う
。
御
神
体
に
は
、
植
物
・

岩
石
・
山
丘
・
動
物
な
ど
。
植
物
で
は
常
緑
木

が
重
ん
じ
ら
れ
た
と
い
う
。

逆
井
の
富
士
浅
間
神
社
は
鎮
守
・
オ
ブ
ス
ナ

（
産
土
神
）
様
で
、
祭
神
は
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ

ヒ
メ
。
逆
井
地
区
一
番
地
か
ら
移
し
た
。
祭
り

は
七
月
十
五
日
。
氏
子
で
富
士
講
を
組
織
し
て

お
り
、
七
月
末
に
代
参
を
立
て
、
富
士
吉
田
の

浅
間
神
社
か
ら
お
札
を
受
け
る
。
昔
は
富
士
山

に
も
登
っ
た
。
同
じ
社
殿
に
、
茨
城
稲
敷
市
阿

波
の
大
杉
神
社
が
勧
請
さ
れ
、
祀
ら
れ
て
い
る
。

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
に
は
姉
に
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
が
い
て
、

二
人
揃
っ
て
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
に
献
上
さ
れ
た
。
コ
ノ
ハ
ナ

は
美
人
だ
っ
た
が
、
イ
ワ
ナ
ガ
は
醜
か
っ
た
。
ニ
ニ
ギ
は
姉

だ
け
返
上
し
た
。
コ
ノ
ハ
ナ
は
花
の
咲
く
ご
と
く
繁
栄
す

る
が
、
姉
に
は
永
遠
の
命
が
あ
っ
た
。
姉
を
返
上
し
た
た

め
、
御
子
の
命
は
、
木
の
花
の
よ
う
に
は
か
な
く
な
っ
た
。

浅
間
神
社
で
は
、
わ
れ
ら
は
何
を
祈
る
べ
き
か
。

逆井の富士浅間神社、御神木は神の依代だったという


